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北海道議会議員

釧路管内道立広域公園の候補地決定！！

2023年3月15日  釧路新聞記事  「釧路新聞社の許諾を得ています。」

令和5年第２回定例道議会
一般質問「7月3日」

　私の地元である釧路市は、道立広域公
園の空白地域であるため、「釧路地方総合
開発促進期成会」では、長年に渡り、釧路
地域の総意として白糠町への整備要望を行ってきてお
ります。
　本年3月には釧路の市民団体である「釧路管内に道
立広域公園の早期整備を求める会」から1万筆を超える
署名が、知事宛に提出されたところであります。
　私は釧路管内の多くの皆様から、道立広域公園への
大きな期待の声を聴いてきました。天候や季節に左右
されない大きな屋内遊戯場が欲しい。若者世代からは、
様々なイベント等が出来る広い公園が欲しい。高齢の
方からも孫を連れて中標津のゆめの森公園や十勝エコ
ロジーパークまで行くには車で2時間もかかり、「もっと
近くにあったら・・・」との声を多く聴いてまいりました。
　このように、釧路地域の官民が一体となって求める
子育てにも大きな役割を果たす新規道立広域公園につ
いて、知事は地域の声をどのように受け止め、今後、ど
のように取り組んでいかれるのかお伺いをいたします。

　釧路地域においては、新たな道立広域
公園整備について、平成13年から地元期
成会の総意として、毎年要望を受けている
ほか、本年3月には地域の市民団体から屋内遊戯施設
を有する公園の早期整備を求める多くの署名をいただ
いたところであり、公園整備に対する地域の皆様の熱
い想いと受け止めているところであります。
　道としては、こうした地域の声なども十分踏まえ、新
たな公園の整備に向け、今後、広域公園に求められる役
割について、広く地域の皆様から意見を伺うとともに、
引き続き官民連携による整備や運営手法の検討を進
め、子どもたちや子育て中の方々をはじめ、公園を利用
する全ての皆様のニーズに柔軟に応えられる魅力あふ
れる公園となるよう取り組んでまいります。

さらに

➡

7月12日（水）予算特別委員会「総括質疑」において、知事は
白糠町泊別地区を12箇所目の道立広域公園の候補地として決定 と答弁。
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2023年5月18日  公明新聞より

釧路の活性化のために観光振興を全力で取り組みます

魏嘉彦市長・粘信士処長と懇談
【2023年6月9日】
台湾東部最大の都市・花蓮〔かれん〕市の魏嘉彦市長、台北
駐日経済文化代表処札幌分処の粘信士処長と釧路市内で
懇談。さらなる交流を図ろうと語り合いました。
皆様にお約束した釧路空港の国際便誘致についても非常に
喜んでくださり、魏市長からは「楽しみにしています」と心強
い応援をいただきました。
多くの海外の方から「釧路はとても魅力的な街」と言ってい
ただき嬉しく思います。
釧路空港の国際便誘致に向け、さらに動いてまいります。

道立広域公園予定地の視察
【2020年1月】
　道立広域公園は全道12ヶ所で供用済みとなっています
が、北海道の計画目標では19ヶ所に整備することになってい
ます。残り7ヶ所が未整備です。厳しい財政危機にある道は、
新たな道立広域公園の整備計画が動いていない状況にあり
ます。もちろん、財政状況を無視するわけにはいきません。し
かしながら、人口減少と少子高齢化が他県を上回るスピード
で加速している北海道は、総合的な施策を講じる必要があり
ます。釧路市は日本
製紙釧路工場の撤
退など人口減少にさ
らに拍車がかかるの
ではないかと危惧さ
れています。企業進
出などに加えて子育
て環境の充実も必要
とされています。

酪農畜産への早急な追加対策を！
【2023年2月】
　別海町にて酪農畜産を営む農業者と現下の厳しい経営状
況について意見交換を行いました。40名近くの酪農畜産家
が、別海、標茶、中標津、厚岸、鶴居村などから来ていただき
ました。コロナ禍の消費減退による生産調整、飼料高騰、電
気などのエネルギー高騰、雄
子牛の価格下落など酪農畜
産経営は、未曾有の危機にあ
ります。
　これまで国や北海道から
の支援策が施されてきたも
ののそれを上回る窮状に、経
営安定に資する追加の対策
などは待ったなしです。佐藤
英道衆議院議員とともに国
や道が連携して対策の強化
をすることが求められます。

釧路空港の検疫体制の視察

国 会 議 員 と の 連 携

釧 路 空 港 の 国 際 便 誘 致 へ


